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【動作環境】 

・Windows のみです。Mac、Linux では動きません。 
・「Microsoft Excel」のみです。「WPS Office」や「Polaris Office」など「Microsoft Excel」と

互換性のあるソフトでは動きません。 
・動作検証した GTFS 作成ツールは以下の通りです。これ以外のツールで作成された場合は、エ

ラーが出る可能性があります。 
  ○見える化共通入力フォーマット 
  ○標準的なバス情報フォーマット出力ツール（西沢ツール） 

 ○その筋屋 
 
※「西沢ツール」では系統コードを判別する項目が無いため、系統別比較や本数集計が正しく

動作しないことがあります。 
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I.はじめに 

１． GTFS 差分チェッカーの目的 
 

昨今では、GTFS データは多くのバス事業者や地方自治体などで整備・提供されており、バスの

ダイヤやルートの情報提供により、利用者の利便向上につながっています。 
しかしながら、各種の経路検索サイトを確認すると、祝日なのに平日ダイヤが表示されたり、ダ

イヤ改正日を過ぎたのに従前のままだったりなど、提供される情報に誤りがあるケースが散見され

ています。 
バスの利用促進のためには情報提供が有効であることは間違いありませんが、その情報に誤りが

あると、バス自体の信頼を損ねてしまい、利用者離れを招きかねません。寒い日にスマホで検索し

て出発時間通りにバス停まで行ったら、バスがもう出発していたとなれば、その利用者は失望して

しまい、もうバスに乗らなくなってしまう可能性があります。 
そのため、ダイヤやルートや運行日の情報を適切に更新していく必要がありますが、GTFS デー

タは数多くの TXT データで構成されており、そのファイルを開いても人間の目では解読が困難で

す。そのため、作成者本人がチェックしづらいだけでなく、組織内での複数人チェックもしづらい

という課題がみられています。 
そこでこの「GTFS 差分チェッカー（以降、「チェッカー」）」は、バスダイヤの改正前後での変

更点が一目でわかるようにし、チェックを容易にしてデータの信頼性向上に役立てるために提供す

るものです。 
バスのダイヤ改正時にぜひともご利用いただき、正確な情報提供につなげていただければ幸いで

す。 
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２． GTFS 差分チェッカーの使用場面 
 

（１）一般的な使い方 

 

チェッカーは、「見える化共通入力フォーマット」などの作成ツールで作成後に、一次的なデータ

チェックを行うために使用します。エラーが出たら、適宜ツールに戻って修正します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）その他の使い方 

 

〇他自治体のバス停位置や便数を確認するために 

・バスマップ作成にあたり、隣接自治体の停留所位置を確認する際に使えます。 
・自分の街のバスの便数を他自治体の便数と比較する際に、他自治体の便数の計算が簡便にできま

す。 
※他自治体の GTFS データがオープンデータ化されていることが条件となります。 

 
 

〇バス会社の運行管理者が、ダイヤの改正点を運転手に伝達するために 

・停留所の増減や発車時刻の変更などが分かりやすく表示されるので、運転手に変更箇所を説明す

る際に使用できます。 
 

  

①「見える化共通入力フォーマット」などの作成ツールで GTFS を作成 

②「GTFS 差分チェッカー」にてチェック 

③「GTFS Test Viewer」など各種チェックツールでチェック 

④GTFS の作成完了 ⇒ GoogleMaps にアップロード、オープンデータ化、など 

エラーが出たら作成ツールで修正 

エラーが出たら作成ツールで修正 
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II.GTFS データの読み込み 

１． 2 つの GTFS データを用意 
 
再編前後の 2 つの GTFS データを用意します。このチェッカーと GTFS データを、デスクトッ

プの任意のフォルダに保存して下さい（サーバやクラウド上では、動作しないことがあります）。 
 
ここでは知立市の 2 つのデータ（公開日 2024 年 10 月 24 日データ、2025 年 12 月 23 日データ）

を使って説明します。 

 
 

２． メニュー画面の表示 
 

まず「メニュー」シートを開いてください。 
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注意：マクロがブロックされた場合は、以下の４点を試してください。 

 
 

ファイルを信頼済みの場所に移動する 

・ファイルを一度閉じる 
・ファイルを「ドキュメント」フォルダなど、PC の信頼できる場所に移動します。 
・再度ファイルを開きます。 
 
マクロを有効化する 

・ファイルを開いたときに、画面上部に「コンテンツの有効化」や「マクロを有効にする」とい

うボタンが表示されていれば、それをクリックします。 
 

プロパティでブロック解除 

・エクセルファイルを右クリック → 「プロパティ」を選択 
・「全般」タブの下部に「セキュリティ：このファイルは他の

コンピューターから取得したものです...」というチェック

ボックスがあれば、「許可する」にチェックを入れて「OK」 
・再度ファイルを開きます。 
 

信頼できる場所を設定する（オプション） 

・Excel を開く 
・「ファイル」→「オプション」→「セキュリティ センター」→「セキュリティ センターの設

定」 
・「信頼できる場所」で、ファイルを保存しているフォルダを追加 
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３． GTFS データの読み込みと比較データ作成（下準備） 
 
（１）GTFS データの読み込み（インポート） 

 
「メニュー」シートから、2 つの GTFS データ（zip ファイル）を読み込みます。 

 

 
 

正常に読み込まれると以下の表示が出ます。 
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（２）その他シート作成 

  
「GTFS ファイル A（改正前）」の「2.系統判別処理」→「3.停留所、翻訳シート生成」→「4.

系統、便、時刻シート作成」→「5.カレンダーシート作成」→「6.運賃シート作成」のボタンを順

に押します。 
さらに、「GTFS ファイル B（改正後）」も同様に押します。 
 

 
 

ボタンを押すたび「完了しました」と表示されるので、「OK」を押

して進んでください。 
 
 
 
 「済」の文字が表示されたら完了です。 
 

 
 
これにより、以下のシートが作成されました。これらのシートは、改正前 A と改正後 B の

GTFS ファイルを、項目ごとに一覧化して整理したものになります。 
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（３）GTFS ファイル A（改正前） と GTFS ファイル B（改正後） の比較シートの作成 

 
 「11.停留所の比較」→「12.系統の比較」→「13.便の比較」→「14.便統合処理」→→「15.通
過時刻の比較」→「16.系統内の停車順の比較」→「17.運賃の比較」の順番にクリックしてくださ

い。 
 

 
  
 以下のシートが作成されました。 

 
停留所や系統や便に変更があった場合、そのまとめとしてここに件数等が表示されます。 

 

 
 
 

 
以上でデータ作成（下準備）は終わりです。  
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III.再編前後のデータチェック 

 

１． チェックの流れ 
まずは、最もチェックすべきである「停留所」「系統」「便」の 3 点について、今回の再編内容

と合致しているか確認します。 
そのうえで、必要に応じて詳細な項目を確認していきます。 

 
【２．再編前後の比較（大まかなチェック）】  

☑停留所の新設・廃

止 

☑停留所の名称、

緯度経度、かな 

・英語の変更 

☑系統の新設・廃止 

☑系統内での区間・

停留所数の変更 

 

☑便の追加や減 

 

☑通過時刻の変更 

 

☑系統内での停車停留所

の停車順変更・追加・

減少 

 

☑運賃の変更 

 

 

 
 
 

【３．再編前後の比較（系統別の細かいチェック）】 

 
 
 

 
 
 

 
【４．再編前だけ、再編後だけの一覧表の出力（網羅的な確認・再鑑）】 

☑「停留所」や「便」の一覧表を出力し、網羅的な確認・再鑑 

 

 

  

☑系統・運行日ごとの 

 始発時刻の変更 

☑系統・運行日ごとの便数の変更 
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２． 再編前後の比較（大まかなチェック） 
 
（１）「停留所比較」シートの確認 

 
再編前後の停留所の「名称」や「位置」を比較し、再編の内容と合致しているか確認します。

停留所の英語名称の変更ミスなども確認ができます。 
 
 

 

 
 
 
①「停留所比較」シートをご覧ください。 

 
②「区分」の列をご覧ください。「変更」「廃止」「新設」の停留所が確認できます。 

 
③変更があった内容が、黄色塗りで表示されています。 

→たとえば、「市役所」という停留所の名前を「知立市役所」に変更したことが分かります。 

 そのほか、廃止箇所、新設箇所があれば適宜確認してください。 

 

④「地図」というセルをクリックすると、GoogleMaps の当該箇所が表示されますので、具体的な

位置の確認も可能です。（他のシートで「地図」がある場合も同様です） 

 
（参考）各シートの右上には、CSV 出力ボタンを配置しています。このボタンを押すと、このシー

トの内容が CSV 形式で出力されます。 

 
 
  

① 

② 

③ 

④ ④ （参考） 
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（２）「系統比較」シートの確認 

 
再編前後の系統の「名称」や「始発地・終点」、「停留所数」を比較し、再編の内容と合致して

いるか確認します。 
 

 
①「系統比較」シートをご覧ください。 

 

②「区分」の列をご覧ください。「変更」「廃止」「新設」の系統が確認できます。 

 

③変更があった内容が、黄色塗りで表示されています。 

→たとえば、「201001」という系統について、停留所数が「29→31」に変更したことが分かりま

す。 

 

（参考）系統コードをクリックすると、その系統の時刻表を表示する機能があります。運行日区

分のプルダウンを選択すると、更に運行日を絞り込むことができます。この画面をキャ

プチャすることで、確認が容易になります。 

 

 

※系統コードについて 

系統コードを路線変更の度に番号を変えると、変更後は全て新設、変更前は全て廃止という表示に

なってしまします。系統コードの番号は比較する上で非常に重要なものとなります。 

 

  

① 

② 
③ 

（参考） 
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（３）「便比較」シートの確認 

 
再編前後の便の「名称」「始発地時刻」「行先」を比較し、再編の内容と合致しているか確認し

ます。 
 

 
 
①「便比較」シートをご覧ください。 

 

②「区分」の列をご覧ください。「減」「追加」の便が確認できます。 

 

③変更があった内容が、表示されています。 

→たとえば、「ミニバス２コース（パープルコース）」の運行日「全日（年末）」の始発地時刻

「10:10」が減になり「11:20」が追加になっていることが分かります。 
  

① 

② ③ 
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（４）通過時刻比較 

 
 通過時刻に変更がある場合は、このシートに一覧が表示されます。 
 

 

 
 
 
（５）「系統内停車順比較」シートの確認 

 
停留所の停車順に変更があることを再編前後で比較し、再編の内容と合致しているか確認しま

す。 
 

 
 
 
①「系統内停車順比較」シートをご覧ください。 

 
②変更があった内容が、表示されています。 

→系統コード「201001」を見ると、「遠新切」の前に「御手洗公園」「三河知立駅」が入るな

ど、変更があることが分かります。 

  

① 

② 
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（６）運賃比較 

 
 運賃に変更がある場合は、このシートに一覧が表示されます。 
 すべての停留所区間の運賃が表示されますので、確認がしやすくなります。 
 

 
※名阪近鉄バスの 2024 年 12 月の運賃改定前後のデータです。  
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３． 再編前後の比較（系統別の細かいチェック） 
 

ここからは、もう少し網羅的にチェックをしていきます。 
 
（１）系統運行日区分別便 

系統ごと・運行日ごとに、再編前後の始発地出発時刻を一覧で表示します。これにより、再編

の前後でのダイヤの変化を網羅的にチェックできます。 

 
 
①「系統運行日区分別便」シートをご覧ください。 

 
②プルダウンから、確認したい運行日区分を選択してください。「全日（２・４コース文化会館開

館日）」を選択します。 

 

 
③すると当該運行日のみ抽出され、改正前後の始発地時刻が分かります。ミニバス２コース（パ

ープルコース）は全体に 10～15 分ずつ繰り上がったことが確認できます。 

（系統コード「201001」を見ると、改正前では６：５５発であったものが、改正後には６：４０

発となっております。 

① 

② 
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（２）系統運行日区分別便数集約 

 

系統ごと・運行日ごとに、再編前後の便数を一覧で表示します。これにより、再編の前後での

便数の変化を網羅的にチェックできます。 
 
 

 
 
 
①「系統運行日区分別便数集約」シートをご覧ください。 
 
②プルダウンから、確認したい運行日区分を選択してください。 

 

③この GTFS では便数の変更はありませんでしたが、便数が変化した場合は、ここで確認できま

す。 

 
 
  

① 

③ 
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４． さらに細かいチェック・データ活用 
 
（１）停留所・翻訳 

 
すべての停留所や翻訳が表示されます。 

  
 
「停留所」シート 

 
 
「翻訳」シート 
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（２）系統 

 
 すべての系統が出力されます。 
 

 
 
（３）便 

 
 すべての便が出力されます。 
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（４）時刻 

 
 すべての系統・便・停留所の到着・出発時刻が出力されます。 
 

 
 
（５）時刻表形式 

 
 （４）の時刻の内容が、時刻表形式で表示されます。 
 組織内で時刻表のチェックを行う場合は、このシートが便利です。紙形式の時刻表を作成する

際にも活用できます。 
 

 
 
①「B 時刻表形式」シートをご覧ください。 

 

②表示したい「系統コード」をプルダウンから選択します。 

 

③該当する時刻表が表示されます。この画面を印刷して、別の人による再鑑にお使いください。 

① 

③ 

② 
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（６）カレンダー 

 
催事の開催日や施設の休館日によりバスの運行日が変化する場合、GTFS 作成ツールだけでは確

認が困難です。 
チェッカーでは、カレンダー形式で運行・運休・追加運行を表示できる機能があります。 

 
 

 
 
①「B カレンダー」シートをご覧ください。 

 

②「calendar.txt」で設定された運行曜日が水色で表示されています。 

また、「calendar_dates.txt」で設定した祝日などの運休日が赤色、特別運行日が青色で表示さ

れています。 

 
 
 

  

① 

② 
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（７）運賃 

 
運賃のチェックを行う場合は、このシートが便利です。見慣れた三角表が表示されます。 

 
  
 

 
※知立市は均一運賃のため、ここでは大垣市（名阪近鉄バス）の GTFS で例示しています。 

 
 
①「B 運賃三角表」シートをご覧ください。 

 

②該当の系統コードをプルダウンから選択してください。 

 

③運賃三角表が表示されます。 

変更後の運賃について正しい内容となっているか確認できます。 

 
 
 
（８）その他 

 
「系統内停車順」「運行日」「区間・運賃」などのシートも、各内容が一覧で表示されます。こ

れらシートは各「比較」シートの作成のために一時的に出力したものであるため、普段のチェッ

クには関係ないと思われますが、必要に応じてお使いください。 
 
  

① 

② 

③ 
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IV.その他の活用方法：地域公共交通会議の資料への活用（主

に自治体向け） 

 
主に自治体においては、コミュニティバスの再編がある場合、その内容を資料にまとめ、地域

公共交通会議に提出して議論することが求められますが、その作業は大きな手間になっているこ

とと思われます。 
もし会議前までに GTFS が整備されていると、チェッカーを使って、資料を効率的に作ることが

可能です。 
 
 

特に「停留所比較」「便比較」などのシートは、再編前後の変更が一覧で表示されます。このシ

ートを別ファイルに保存し、少し加工することで、会議資料として提出できます。 
 
 

例えば、「停留所比較」シートを使えば、停留所の名称や位置情報が分かるので、変更点を資料

化することが容易になります。 
 

「停留所比較」シートを活用した会議資料作成の例 

 

 

 
変更・廃止 移設 新設 

市役所  → 知立市役所 
市役所南 → 知立市役所南 
遠新切  → （廃止） 

 
↓移設 

 

御手洗公園 

 
三河知立駅 

 
 


